
老朽化ため池堤体のイメージ図 

 大規模地震や豪雨による堤体の不安定化に対処するためには、「盛土の耐震化」、「浸透対策」を
両立させた補強技術の導入が有効であると考えられます。ジオテキスタイル巻込み工法は面状補
強材と粗粒材を使用することで、地震時および降雨時における堤体の安定化を図ることができます。 
適用条件としては次のようなものが挙げられます． 

堤体断面形のやせ 
堤体断面の拡幅、波浪浸食防止等 

1. 

高い浸潤線位置 
下流法尻での排水機能向上 

3. 

堤体のクラック及び変形 
ベンチカットによる盛立て 

2. 

ジオテキスタイル巻込み工法による構造には、 
次のような長所があります。 

1. 一体壁構造     壁体と盛土の一体化 

2. 耐震性        ジオテキスタイルによる面状補強 

5. ドレーン対策     粗粒材によるドレーン機能 

3. 地盤に対する追従性 盛土の一体化による高い追従性 

4. 用地面積の縮小   法面の急勾配化 

ジオテキスタイル巻込み工法によるため池堤体の改修技術 

実物大規模の補強堤体を用いた振動実験により耐震性を検証しました。その結果、震度７の大規模
地震に対しても高い耐震性を有していることが分かりました。 

震度７（1,400gal）後の堤体断面の変状（加震後に断面を掘削した様子） 

色砂 

すべり線 

壁面が滑動せず、 
高い安定性を確保できる。 

H=2.9 m 

ジオテキスタイル巻込み工法 
で構築した壁面 
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ジオテキスタイル巻込み工法の耐震性 

ジオテキスタイル巻込み工法の構造と長所 

6. 波浪浸食対策    巻込み＋粗粒材による法面保護 


